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１.はじめに

　本工事は、平成26年10月6日に静岡県に襲来した

台風18号により1時間107㎜の記録的短時間大雨、

連続で511㎜の降雨があり、国道52号10.8kpにおい

て、地すべりと崩落災害が発生したため、集排水ボ

ーリング後、上流側,地すべりブロックの上部を早期

に掘削排土し、梅雨の降雨量が多くなる前に法面の

安全率を1.05に高め、地すべりの進行を抑え当面の

安全を確保した後、法面工を施工し地すべり応急対

策とする工事である。

工事概要

(1) ： 平成26年度静清維持管内

東部維持修繕工事

(2) ： 国土交通省中部地方整備局　

静岡国道事務所

(3) ： 静岡市清水区小河内地内

(4) ：

　掘削箇所は上流側、地すべりブロック頭部の国道52号

路面から平均60ｍ上方であり、通常の機械が接近できな

い条件であった。そのためワーヤーロープにて吊られた

高所掘削バックホウで掘削した土砂を、下流ブロックポ

ケットに上部より排土(自然落下)し、集積することと

した。

　本稿においては、この施工に関する安全対策につい

て報告する。
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図-1 現場位置図

写真-１ 被災状況写真

上流側地すべりブロック

下流側地崩落ブロック

頭部掘削箇所

下部集積ポケット

掘削排土

写真-２ 掘削排土状況

高所掘削機械



２.現場における問題点とその対策

問題点①

　国道52号の被災直後、下部に別途緊急工事にて

仮設鋼製土留柵が設置され、国道を片側交互通行で

規制し供用していた。仮設土留柵は排土に伴う飛石

を防ぐものではなく、排土した土砂岩石落下により

飛石が供用道路に達し利用者に接触する可能性が

あった。

　　片側車線を規制しているため、仮設を設置する

スペースがあるため防護ネット柵を設置する方針

は決定したものの、飛石の大きさ、軌跡について

は、条件が千差万別であり理論上で確定すること

ができない。したがって、仮設規模が事前に確定

できない状況であった。

写真-３ 排土断面状況
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対策①

１)仮設土留柵背面にネット設置

仮設土留柵上部にネット設置(写真-４）

掘削初期の段階では、車両の切れ目のみに排土し

飛石の状況を常時監視しながら掘削。

・初期においてネットを破る飛石はみられない

・大きな軌跡となる飛石がある。中間に吐出した

　岩部に接触した際、片化した岩石の一部にエネ

ルギーが集中したものは大きな軌跡となる。

エネルギー集中により
 極端に大きな軌跡となる飛石が発生する。

・網目を抜け規制内に20㎜未満の石片発見

２)仮設土留柵背面のネットを2枚重ね(写真-５）

引き続き、車両の切れ目のみに排土し飛石の状況を

常時監視しながら掘削した。排土と共に下部のポケッ

　トに土砂が堆積していく。

・上部又は網目を超える10㎜程度の岩石発見

・破片は小さいため常時監視しても超える

　飛石の軌跡は確認できない。

３)仮設土留柵上部のネットを細かい目合いに変更

　 仮設土留柵上部のネット取付高さを変更

　 仮設土留柵背面部のネット位置を最外部に変更

(写真-６）

・ポケット部が埋まるにつれ大きな石片が高い軌跡

　となりネットを破る40㎜程度の岩石発見

図-3 大きな飛石説明図

岩部

土砂部 写真-４ ネット設置状況

写真-５ ネット設置状況

写真-６ ネット設置状況



４)仮設土留柵背面に枠組み足場を組み立て正面に

　 落石防護ネット2枚重ね、背面に細かい目合いの

　 ネットを設置 (写真-７）

・ポケット部に堆積が進んでもネットを超える

　岩石はなくなった。

・タイミングをみて排土していた作業を常時

　作業に切り替えた。

・常時監視体制は継続させた。

５)上記の防護柵を超える石片はなく掘削工事を完了。

３.おわりに

　今回の工事において、急傾斜地の高所掘削を施工するに当たり、多くの危険要因がありましたが、

　本報告にて取り上げた落下土砂からの飛石対策については、定量的に確立された飛石の軌跡を把握

　することが困難である中、たとえ飛石の軌跡が計算されたとしても想定以上の事象が発生することも

　があると考え慎重に対応しました。

　まずは、現状を把握するまで、常時監視体制と片側交互通行の車両のきれめのタイミングを

　利用した排土により一般利用者との接触を回避させました。次に、常時排土できるように、より

　安心できる仮設防護施設に改良改善することを続けました。最終的には、当初想定していたもの

　より、だいぶ規模の大きいものとなりました。最初から過大と思われる仮設備を設けること

　は避けるべきと考え徐々に改良しましたが、後になると、最初から最終形を設けていれば、安心

　できていたのにと苦労していたことを思い出します。　

　結果として、対処方法、方針が定まっていたため、飛石が一般利用者に及ぶことなく掘削排土

　作業が常時、安心してできるようになり、工事を無事故で完成させることができうれしく思います。

写真-７ ネット設置状況

写真-８ 地すべり上部の掘削完了状況


